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汚染水に関わる現場進捗状況

平 成 ２ 6 年 １ 月 2 0 日

東 京 電 力 株 式 会 社

資料１
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資料目次

（１）緊急対策の進捗および計画
（2･3号機海水配管トレンチ対策・護岸エリア）

（２）港湾内・外および地下水の分析結果について

（３）多核種除去設備

除去性能評価及び除去性能向上策について

（４）タンク堰からの漏えい事象について



3無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（１）緊急対策の進捗および計画
（2･3号機海水配管トレンチ対策・護岸エリア）
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タービン
建屋

O.P.＋10.000

O.P.＋4.000
タービン建屋水位

O.P.+7.400
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海水配管トレンチ

循環水ポンプ
吐出弁ピット建屋接続部

ポ
ン
プ
室

ス
ク
リ
ー
ン

モバイル式
処理装置

電源ケーブルトレンチ

海側
山側

処理量：20［m3/h］（各装置毎）

トレンチ内滞留水
２号機：約5000m3

３号機：約6000m3



 
２・３号機主トレンチ（海水配管トレンチ）の海側の立坑に水中ポンプを設置し、トレン

 チ滞留水を汲み上げ、モバイル式の処理装置の処理済水を山側の立坑等へ移送。

 

 
モバイル式の処理装置（吸着塔ユニット・弁ユニット）は、各号機毎に一式設置。



 
２号機

 
Ｈ２５.１１.１４より処理運転開始



 
３号機

 
Ｈ２５.１１.１５より処理運転開始



 
２・３号機主トレンチ（海水配管トレンチ）の海側の立坑に水中ポンプを設置し、トレン

 チ滞留水を汲み上げ、モバイル式の処理装置の処理済水を山側の立坑等へ移送。



 
モバイル式の処理装置（吸着塔ユニット・弁ユニット）は、各号機毎に一式設置。



 
２号機

 
Ｈ２５.１１.１４より処理運転開始



 
３号機

 
Ｈ２５.１１.１５より処理運転開始

モバイル式処理装置の外観

２・３号機海水配管トレンチ内汚染水の処理状況（１／２）
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２・３号機海水配管トレンチ内汚染水の処理状況（２／２）

トレンチ水のサンプリングデータ
サンプリングポイント：モバイル式処理装置吸着塔入口（トレンチ滞留水）、吸着塔出口

号機
２号機 ３号機

吸着塔入口 吸着塔出口 吸着塔入口 吸着塔出口

放射能濃度

（現状）

日付 H26.1.13 H26.1.13

134Cs（Bq/cm3） 1.11×104 1.76×100 4.54×102 1.25×101

137Cs（Bq/cm3） 2.65×104 4.85×100 1.10×103 2.98×101

モバイル式処理設備

 
運転状況

※ 検出限界未満

：運転
：吸着塔切替のため一時停止
：運転
：年末年始のため一時停止
：運転
：構内電源設備点検のため一時停止

＜２号機＞
11/14～11/22
11/22～12/17
12/17～12/24
12/24～

 

1/  7
1/  7～

 

1/16
1/16～

 

1/27
（予定）

：運転
：吸着塔切替のため一時停止
：運転
：年末年始のため一時停止
：運転
：構内電源設備点検のため一時停止

＜３号機＞
11/15～12/4
12/

 

4～12/17
12/17～12/25
12/25～

 

1/

 

8
1/

 

8～

 

1/17
1/17～

 

1/28
（予定）
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２，３号機海水配管トレンチ建屋接続部止水工事
 

全体概要

２号機タービン建屋 ３号機タービン建屋

２号機海水
配管トレンチ

３号機海水
配管トレンチ

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＢ

立坑Ａ

立坑Ｂ 立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＢ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

ト
ン
ネ
ル
Ｃ

Ｎ

ト
ン
ネ
ル
Ｃ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

既閉塞済

A

A

開削ダクト

：凍結止水実施箇所

：凍結プラントほか設置予定箇所

：内部閉塞箇所

施工概要施工概要

O.P.+10m

１

２
３

３ ２

４

配管

立
坑

立
坑

トンネル

ケーブル
トレイ

P

タ
ー
ビ

ン
建
屋

滞留水水位
O.P.約+3m

O.P.+7.4m

：充填範囲
実施内容①実施内容①

実施内容②実施内容②

凍結管

凍結部分

凍結模型試験状況例

パッカー

２，３号機海水配管トレンチ建屋接続部の凍結止水および内部閉塞の実施
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２号機海水配管トレンチ部
 
施工状況

凡 例
凍結止水箇所

②

 

２号開削ダクト現況①

 

２号立坑Ａ現況

２号立坑A ２
号
開
削
ダ
ク
ト

２号機平面図

①

②

カメラ観測孔
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２号機海水配管トレンチ部
 
立坑Ａカメラ観測状況

ペントハウス
(ＣＢ材料投入)

ＣＢ材料

Ｔ１

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

Ｔ7

Ｔ8

Ｔ１5

Ｔ１4

Ｔ１3

Ｔ１2

Ｔ１1

Ｔ１0

Ｔ9

S3

S4

S5

S6

S2 S6

S1 S7

Ｔ１6

K1

①
②

③

観測孔

①

 
ケーブルトレイ（水面上部）

ケーブルトレイ

１０Ｂ配管

配管
配管

フランジ

配管
支持材

③

 
１０Ｂ配管（水中部）②

 
１０Ｂ配管（水中部）
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２，３号機海水配管トレンチ建屋接続部止水工事
 
スケジュール

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

削孔準備工

カメラ観測孔削孔

凍結孔削孔、パッカー・
凍結管挿入

削孔準備工

カメラ観測孔設置

凍結孔削孔、パッカー・
凍結管挿入

２号Ｔ／Ｂ

３号Ｔ／Ｂ ７月末凍結完了

凍結プラント設置

立坑Ｄ（削孔準備工、凍結孔削孔等）

立坑Ａ（削孔準備工、凍結孔削孔等）

凍結造成・運転工

１２月 １月

立坑Ａ

開削ダクト

２号Ｔ／Ｂ

３号Ｔ／Ｂ

準備工事（ヤード整備、線量低減対策等）

備　考
２月 ３月

４月 ５月以降

３月末運転開始
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M
H.

7

M
H
.5

M
H
.6

M
H
.8

No.1 No.1-2

No.1-3

No.1-4

No.1-8

No.1-9

集水ピット
ウェルポイント

No.1-15

No.1-11

No.1-5No.1-12

No.1-7

No.1-10

No.1-14

No.17

TEL

ダクト

8 10 12 14 16

No.1-16

護岸エリア対策の進捗
 
【１－２号機間】

 
H26.1.17現在

地盤改良（山側）：163本／298本
（

 

H25.8.13 ～

 

H26.3末完了予定 ）

地盤改良（海側）：228本／228本
（H25.7.8

 

～

 

8.9

 

完了）

※施工範囲･工程は現場状況により変更の可能性あり
※マスキングエリアの地盤改良実施要否については、今後検討
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No.2-1

No.2-3 No.2-2

No.2

No.2-5

No.2-4

ウェルポイント（29本＠2m）

No.2-6

No.2-7

護岸エリア対策の進捗
 
【２－３号機間】

地盤改良（海側）：24９本／249本
（H25.8.29 ～12.12完了

 

）

地盤改良（山側）：158本／233本
（H25.9.30

 

～H26.1末完了予定

 

）

※施工範囲･工程は現場状況により変更の可能性あり
※マスキングエリアの地盤改良実施要否については、今後検討
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護岸エリア対策の進捗
 
【３－４号機間】

地盤改良（海側）：127本／132本
（H25.8.23 ～H26.1末完了予定

 

）

地盤改良（山側）43本／207本
（H25.10.19 ～

 

H26.2末完了予定）

No.3

No.3-1

No.3-3 No.3-2

（7本＠2m）
ウェルポイント

No.3-4

No.3-5

※施工範囲･工程は現場状況により変更の可能性あり
※マスキングエリアの地盤改良実施要否については、今後検討
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（２）港湾内・外および地下水の分析結果について
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モニタリング計画（サンプリング箇所）

 

1u 2u 3u 4u

※1

※1

※1

1号機 2号機 3号機 4号機

※2

※1

※1

※1

※1
※1

海洋への影響をモニタリング

港湾内の放射能濃度の分布をモニタリング

港湾内への影響の監視

地下水濃度の監視

測定項目及び頻度

γ線 全β H-3 Sr90

1回/週 1回/週 1回/週 1回/月

※必要に応じて測定頻度を見直す

6号機 5号機

○は継続地点、□は追加した地点を示す。

※1 天候により採取できない場合あり。

※

 

2 海側遮水壁工事の進捗により採取場所を変更予定。

（当面は従来地点も併行測定）

シルトフェンス

海側遮水壁

※1※1
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タービン建屋東側の地下水濃度測定結果（１／２）

＜1号機北側、1,2号機取水口間＞

12月7日

Cs-137 0.58

全β 21

H-3 18000

試料採取日

16m

16m

16m

※ 赤字（太字斜体）は検出限界以下を示す。
※ 単位： Bq/L
※ ⇒：至近１ヶ月の傾向を示す。
※ トリチウム試料は試料採取日に示され
　 た日付より前に採取された試料である
　 ことがある。
※観測孔No.の横の「○m」は観測孔の
　 深さを示す。

5m

5m

5m
5m

5m

16m

16m

16m

16m

19m

16m

13m

5m13m

16m
16m

1月12日

Cs-137 ⇗ 15

全β ⇒ 110

H-3 ⇗ 35000

試料採取日

1月12日

Cs-137 ⇒ 0.44

全β ⇒ 19

H-3 ⇘ 44000

試料採取日

1月12日

Cs-137 ⇒ 2.2

全β ⇒ 19

H-3 ⇗ 3900

試料採取日

1月12日

Cs-137 ⇘ 0 .4 5

全β ⇒ 19

H-3 ⇒ 120

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 2.1

全β ⇒ 15

H-3 ⇒ 68000

試料採取日
1月13日

Cs-137 ⇒ 0 .45

全β ⇘ 640

H-3 ⇘ 240000

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇗ 71

全β ⇗ 35000

H-3 ⇒ 12000

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 28

全β ⇗ 140

H-3 ⇒ 490

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 2.8

全β ⇒ 57

H-3 ⇘ 17000

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇘ 12

全β ⇘ 82

H-3 ⇘ 32000

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 1.9

全β ⇗ 360

H-3 ⇒ 9000

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 2.5

全β ⇗ 2400000

H-3 ⇘ 12000

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 0.44

全β ⇒ 120

H-3 ⇗ 26000

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 17

全β ⇗ 170000

H-3 ⇒ 110000

試料採取日
5m

1月12日

Cs-137 ⇒ 1.4

全β ⇒ 19

H-3 ⇗ 36000

試料採取日

ウェルポイント
5m
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タービン建屋東側の地下水濃度測定結果（２／２）

＜2,3号機取水口間、3,4号機取水口間＞

5m

5m

16m

16m

5m

5m

16m

16m

16m

5m

5mウェルポイント
ウェルポイント5m

25m

Cs 10
全β 55,000
H-3 1,500

Cs 1
全β 1,500
H-3 1,200

Cs 1
全β 300
H-3 500

1月12日

Cs-137 ⇒ 0.57

全β ⇒ 330

H-3 ⇒ 810

試料採取日

1月12日

Cs-137 ⇒ 0 .5

全β ⇒ 1200

H-3 ⇒ 1200

試料採取日

1月8日

Cs-137 ⇒ 30

全β ⇒ 39000

H-3 ⇘ 3200

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 0 .52

全β ⇘ 2200

H-3 ⇒ 980

試料採取日

1月12日

Cs-137 ⇘ 3.6

全β ⇗ 110

H-3 ⇒ 840

試料採取日

1月12日

Cs-137 ⇒ 1.5

全β ⇗ 140000

H-3 ⇒ 4400

試料採取日

1月8日

Cs-137 ⇗ 4.2

全β ⇒ 18

H-3 ⇒ 110

試料採取日

1月8日

Cs-137 ⇒ 30

全β ⇒ 36

H-3 ⇒ 170

試料採取日

※ 赤字は（太字斜体）検出限界以下を示す。
※ 単位： Bq/L
※ ⇒：至近１ヶ月の傾向を示す。
※ トリチウム試料は試料採取日に示され
　 た日付より前に採取された試料である
　 ことがある。
※ 観測孔No.の横の「○m」は観測孔の
　 深さを示す。

1月8日

Cs-137 ⇒ 3.1

全β ⇘ 18

H-3 ⇘ 310

試料採取日

16m

5m

1月12日

Cs-137 ⇒ 28

全β ⇒ 500

H-3 ⇒ 660

試料採取日
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地下水のトリチウム濃度推移（１／４）

＜観測井の採水深さ＞
・No.0-1,0-2,0-4

全層

 

O.P.+1～-12m
・No.0-1-1,0-3-1

上層

 

O.P.+2～-1m
・No.0-1-2,0-3-2

下層

 

O.P.-6～-9m

1号機北側地下水のトリチウム濃度の推移

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.0-1 H-3(全層） 地下水No.0-2 H-3(全層） 地下水No.0-4 H-3(全層）

地下水No.0-1-1H-3(上層） 地下水No.0-1-2H-3(下層） 地下水No.0-3-1H-3(上層）

地下水No.0-3-2 H-3(下層）

Bq/L

H-3
告示
濃度
60000
Bq/L

地下水No.0-3-1H-3（上層）はすべてND
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地下水のトリチウム濃度推移（２／４）

1,2号機取水口間地下水のトリチウム濃度の推移

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.1
H-3

地下水No.1-8
H-3

1,2uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

地下水No.1-9
H-3

地下水No.1-11
H-3

地下水No.1-16
H-3

地下水No.1-12
H-3

地下水No.1-14
H-3

地下水No.1-17
H-3

Bq/L

H-3
告示
濃度
60000
Bq/L

8/15～　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
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地下水のトリチウム濃度推移（３／４）

2,3号機取水口間地下水のトリチウム濃度の推移

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.2
H-3

地下水No.2-6
H-3

地下水No.2-5
H-3

地下水No.2-7
H-3

地下水No.2-3
H-3

Bq/L

H-3
告示
濃度
60000
Bq/L
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地下水のトリチウム濃度推移（４／４）

3,4号機取水口間地下水のトリチウム濃度の推移

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.3
H-3

地下水No.3-4
H-3

地下水No.3-5
H-3

Bq/L

H-3
告示
濃度
60000
Bq/L



21無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度推移（１／４）

1号機北側地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.0-1
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.0-4
全β

地下水No.0-1-2
全β

地下水No.0-3-1
全β

地下水No.0-3-2
全β

地下水No.0-1-1
全β

Bq/L

Sr-90
告示
濃度
30Bq/L



22無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度推移（２／４）

1,2号機取水口間地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.1
全β

地下水No.1
Sr-90

地下水No.1-8
全β

1,2uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

地下水No.1-9
全β

地下水No.1-11
全β

地下水No.1-16
全β

地下水No.1-12
全β

地下水No.1-14
全β

地下水No.1-17
全β

Bq/L

Sr-90
告示
濃度
30Bq/L

8/15～　ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働



23無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度推移（３／４）

2,3号機取水口間地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.2
全β

地下水No.2
Sr-90

地下水No.2-6
全β

地下水No.2-5
全β

地下水No.2-7
全β

地下水No.2-3
全β

Bq/L

Sr-90
告示
濃度
30Bq/L



24無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度推移（４／４）

3,4号機取水口間地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26 1/5 1/15

地下水No.3
全β

地下水No.3
Sr-90

地下水No.3-4
全β

地下水No.3-5
全β

Bq/L

Sr-90
告示
濃度
30Bq/L



25無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

建屋周辺の地下水濃度測定結果

至近の測定結果（Bq/L）（H25.12.2現在）

全β：36
H-3：

 

31 
Cs-134： <0.55
Cs-137： 0.97

(9／3採取分）

全β： <21
H-3： 150
Cs-134： 0.64
Cs-137： 1.3

(9／5採取分）

全β：<21
H-3：200
Cs-134：<0.37
Cs-137：<0.47

(9／5採取分）

全β： <21
H-3： 80,000
Cs-134：<0.54
Cs-137：<0.52

(9／5採取分）

採取点

全β：5,000 
H-3：

 

2,500
Cs-134：<0.73
Cs-137：0.98

(10／11採取分）

全β：<24 
H-3：20,000
Cs-134：<0.36
Cs-137：0.66

(9／11採取分）

全β：830
H-3：

 

770
Cs-134：<0.47
Cs-137：<0.60

(9／11採取分）

全β：

 

<17 
H-3：

 

1,800
Cs-134：<0.38
Cs-137：<0.44

(9／9採取分）

全β： <18
H-3： <7
Cs-134：<0.46
Cs-137：<0.59

(9／18採取分）

全β：<18 
H-3：200  
Cs-134：<0.38
Cs-137：<0.45

(9／19採取分）

全β： <17
H-3： 1,100
Cs-134：<0.43
Cs-137：<0.58

(9／25採取分）

全β：8,500 
H-3：12,000
Cs-134：<0.67
Cs-137：<0.74

(10／11採取分）

1T-4

1T-5

全β：

 

<12 
H-3：

 

<120
Cs-134： <0.4
Cs-137： <0.5

(11／13採取分）

H25J④

1T-6

全β：13,000 
H-3：

 

3,300
Cs-134：<0.82
Cs-137：<0.84

(12／2採取分）



26無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

港湾内外の海水濃度

※ 赤字（太字斜体）は検出限界
　　以下を示す。
※ 単位： Bq/L
※ ⇒：至近１ヶ月の傾向を示す。
※ トリチウム試料は試料採取日
    に示された日付より前に採取
    された試料であることがある。

1月13日

Cs-137 ⇒ 0.82

全β ⇒ 11

H-3 ⇒ 4.9

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 3.7

全β ⇒ 19

H-3 ⇒ 9

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 5.8

全β ⇒ 33

H-3 ⇒ 9.9

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 50

全β ⇘ 270

H-3 ⇒ 1300

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 16

全β ⇘ 46

H-3 ⇒ 150

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 40

全β ⇒ 230

H-3 ⇘ 1300

試料採取日

1号機シルトフェンス内側

1月14日

Cs-137 ⇒ 45

全β ⇒ 300

H-3 ⇗ 1100

試料採取日

表層

1月14日

Cs-137 ⇒ 36

全β ⇒ 140

H-3 ⇒ 430

試料採取日

下層

1月13日

Cs-137 ⇗ 53

全β ⇘ 230

H-3 ⇘ 790

2号機シルトフェンス内側

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇗ 30

全β ⇘ 140

H-3 ⇘ 880

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇒ 28

全β ⇘ 110

H-3 ⇘ 140

3号機シルトフェンス内側

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇗ 29

全β ⇒ 85

H-3 ⇒ 330

試料採取日

1月13日

Cs-137 ⇘ 22

全β ⇒ 100

H-3 ⇒ 140

試料採取日

4号機シルトフェンス内側

1月13日

Cs-137 ⇒ 0.59

全β ⇒ 15

H-3 ⇒ 1.8

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 1.1

全β ⇒ 16

H-3 ⇒ 1.6

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 1.1

全β ⇒ 16

H-3 ⇘ 3.7

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 5.7

全β ⇗ 16

H-3 ⇒ 11

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 3.3

全β ⇒ 16

H-3 ⇒ 11

試料採取日

1月14日

Cs-137 ⇒ 2.2

全β ⇒ 16

H-3 ⇒ 2.2

試料採取日
1月7日

Cs-137 ⇒ 0.59

全β ⇒ 17

H-3 ⇒ 1.7

試料採取日

1月7日

Cs-137 ⇒ 0.73

全β ⇒ 17

H-3 ⇒ 1.7

試料採取日 1月8日

Cs-137 ⇒ 0.64

全β ⇒ 17

H-3 ⇒ 1.7

試料採取日

1月8日

Cs-137 ⇒ 0.64

全β ⇒ 17

H-3 ⇒ 1.7

試料採取日

1月7日

Cs-137 ⇒ 0.59

全β ⇒ 17

H-3 ⇒ 1.7

試料採取日



27無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１，２号機取水口間の海水の濃度推移

1,2号機取水口間の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

6/1 6/11 6/21 7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30 9/9 9/19 9/29 10/9 10/19 10/29 11/8 11/18 11/28 12/8 12/18 12/28 1/7 1/17

1,2号機取水口間 表層
H-3

1,2号機取水口間 下層
H-3

1,2号機取水口間 表層
全β

1,2号機取水口間 下層
全β

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

1,2号機取水口間 下層
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

海側遮水壁が1,2号機取水口間護岸
にかかる期間（7月下旬～）

ウェルポイント稼働
 （8/15～）

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L



28無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１～４号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移（１／２）

1～4号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

5/11 5/21 5/31 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 7/30 8/9 8/19 8/29 9/8 9/18 9/28 10/8 10/18 10/28 11/7 11/17 11/27 12/7 12/17 12/27 1/6 1/16

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

海側遮水壁が1～4号機取水口北側採取点
前にかかる期間（5/25～）

ウェルポイント稼働
        （8/15～）



29無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１～４号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移（２／２）

1～4号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5/11 5/21 5/31 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 7/30 8/9 8/19 8/29 9/8 9/18 9/28 10/8 10/18 10/28 11/7 11/17 11/27 12/7 12/17 12/27 1/6 1/16

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

海側遮水壁が1～4号機取水口北側採取点
前にかかる期間（5/25～）

ウェルポイント稼働
        （8/15～）



30無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

東波除堤北側の海水の濃度推移

東波除堤北側の海水の濃度推移

0

100

200

300

400

500

5/11 5/21 5/31 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 7/30 8/9 8/19 8/29 9/8 9/18 9/28 10/8 10/18 10/28 11/7 11/17 11/27 12/7 12/17 12/27 1/6 1/16

東波除堤北側
H-3

東波除堤北側
全β

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

海側遮水壁が1～4号機取水口北側採取点前
にかかる期間（5/25～）

ウェルポイント稼働
        （8/15～）



31無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

：地下水採取点

No.0-1

：海水採取点
：シルトフェンス
：海側遮水壁矢板打込

（1月14日現在)

1～4号機取水口北側 1,2号機取水口間 2,3号機取水口間 3,4号機取水口間

東波除堤北側

No.1-9 No.2-7 No.3-5

１～４号機取水路開渠内の海水の採取点



32無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（１／３）

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（Cs-137）

1

10

100

1,000

6/1 6/11 6/21 7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30 9/9 9/19 9/29 10/9 10/19 10/29 11/8 11/18 11/28 12/8 12/18 12/28 1/7 1/17

1-4号機取水口北側
Cs-137

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

2,3号機取水口間
Cs-137

3,4号機取水口間
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

▽6/20 1号機取水口北 ▽8/2 1,2号機取水口間
▽9/1 2号機取水口南

▽10/2 2,3号機取水口間

海側遮水壁設置工事進捗（到達位置） ウェルポイント稼働（8/15～）

▽10/30 3号機取水口北



33無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（２／３）

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（H-3）

100

1,000

10,000

100,000

6/1 6/11 6/21 7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30 9/9 9/19 9/29 10/9 10/19 10/29 11/8 11/18 11/28 12/8 12/18 12/28 1/7 1/17

1-4号機取水口北側
H-3

1,2号機取水口間 表層
H-3

2,3号機取水口間
H-3

3,4号機取水口間
H-3

東波除堤北側
H-3

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

▽6/20 1号機取水口北 ▽8/2 1,2号機取水口間
▽9/1 2号機取水口南

▽10/2 2,3号機取水口間

海側遮水壁設置工事進捗（到達位置） ウェルポイント稼働（8/15～）

▽10/30 3号機取水口北



34無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（３／３）

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（全β）

10

100

1,000

10,000

6/1 6/11 6/21 7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30 9/9 9/19 9/29 10/9 10/19 10/29 11/8 11/18 11/28 12/8 12/18 12/28 1/7 1/17

1-4号機取水口北側
全β

1,2号機取水口間 表層
全β

2,3号機取水口間
全β

3,4号機取水口間
全β

東波除堤北側
全β

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

▽6/20 1号機取水口北 ▽8/2 1,2号機取水口間
▽9/1 2号機取水口南

▽10/2 2,3号機取水口間

海側遮水壁設置工事進捗（到達位置） ウェルポイント稼働（8/15～）

▽10/30 3号機取水口北



35無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水バイパス、調査孔・揚水井の放射能濃度推移（１／３）


 

地下水バイパス 調査孔



36無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水バイパス、調査孔・揚水井の放射能濃度推移（２／３）


 

地下水バイパス

 
揚水井



37無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

地下水バイパス、調査孔・揚水井の放射能濃度推移（３／３）


 

地下水バイパス

 
揚水井



38無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

排水路の放射能濃度推移（１／３）



39無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

排水路の放射能濃度推移（２／３）



40無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

排水路の放射能濃度推移（３／３）



41無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

追加ボーリングの放射能濃度推移（１／４）



42無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

追加ボーリングの放射能濃度推移（２／４）



43無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

追加ボーリングの放射能濃度推移（３／４）



44無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

追加ボーリングの放射能濃度推移（４／４）



45無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

観測孔Ｅ－１の放射性物質濃度の推移



46無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

海水の放射能濃度推移（１／２）



47無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

海水の放射能濃度推移（２／２）



48無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

サンプリング箇所（１／３）

（C）GeoBye/日本スペースイメージング

福島第一原子力発電所（2013年3月12日現在）



49無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

サンプリング箇所（２／３）

（C）GeoBye/日本スペースイメージング

福島第一原子力発電所（2013年3月12日現在）



50無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

サンプリング箇所（３／３）
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（３）多核種除去設備
除去性能評価及び除去性能向上策について
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ホット試験における除去性能評価及び除去性能向上策の概要

ホット試験における除去性能評価

多核種除去設備で汚染水（RO濃縮塩水）を用いたホット試験を行い、除去対象とする62

 核種について、除去性能を評価。

 
A、B、C系のホット試験における処理済水の分析の結果、

 これまで以下の事項を確認。

主要な核種であるSr-90の放射能濃度は、1/１億～1/10億程度に低減

Co-60、Ru-106(Rh-106)、Sb-125(Te-125m)、I-129が検出

（

 

）内は放射平衡となる核種

除去性能向上策

ラボ試験において、核種が検出されている多核種除去設備の処理済水を活性炭系吸着

 材へ通水することにより、

 
除去性能の向上が見込めることを確認

ラボ試験では、長期間の除去性能維持を確認できないため、試験用カラムに活性炭系

 吸着材等を充填した試験装置を実機に接続しての通水試験（インプラント通水試験）

 を今後実施

また、実機への反映として、活性炭系吸着材用の吸着塔追設を計画
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ホット試験の概要

ホット試験概要

多核種除去設備の放射性物質の”除去性能”及び運転の間”除去性能が維持されること”を確

 認する目的で、汚染水（RO濃縮塩水）を用いての通水試験（ホット試験）をＡ系：

 H25.3.30、Ｂ系：H25.6.13、Ｃ系：H25.9.27より実施

Ｃ系ホット試験は、腐食対策の一環として従来から塔構成を変更※（Ａ系、Ｂ系について

 も腐食対策後のホット試験は塔構成を変更して実施）

腐食対策後の塔構成

銀添着
活性炭

Sr等吸着材 バイパス

処理カラム
（２塔）

吸着塔（14塔）

中性領域腐食対策以前の塔構成

Cs等吸着材活性炭 Sr等吸着材 銀添着
活性炭

Cs等吸着材 Co等吸着材 Sb等吸着材

Ru等

吸着材

処理カラム
（２塔）

吸着塔（14塔）

中性領域

前
処
理
設
備
よ
り

前
処
理
設
備
よ
り

銀添着
活性炭

アルカリ性

 
領域

アルカリ性

 
領域

Cs等吸着材 Co等吸着材 Sb等吸着材

Cs等吸着材

Ru等

吸着材

※中性領域での活性炭系吸着材の使用は、腐食の加速要因となる可能性が確認されたことから、

 吸着塔６塔目をバイパス。活性炭系吸着材（活性炭及び銀添着活性炭）の塔数を３塔から２

 塔へ変更。
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ホット試験における除去性能の概要

単位：Bq/cm3

核種 Cs-137 Sr-90 Co-60 Ru-106 Sb-125 I-129

告示濃度限度 9E-02 3E-02 2E-01 1E-01 8E-01 9E-03

A系ホット試験（塔

 
構成変更前）処理済

 
水

放射能濃度

ND

(検出限界値: 
2.8E-04)

ND

(検出限界値: 
1.5E-04)

検出

7.0E-04

(検出限界値:

1.1E-04)

検出

6.9E-03

(検出限界値:

1.2E-03)

検出

9.8E-04

(検出限界値:

4.0E-04)

検出

6.9E-03

(検出限界値:

9.9E-04)

DF※ 2.3E+04 1.9E+08 9.4E+02 1.7E+03 2.6E+04 1.3E+01

Ｂ系ホット試験（塔

 
構成変更前）処理済

 
水

放射能濃度

ND

(検出限界値: 
2.9E-04)

ND

(検出限界値;

1.2E-04)

検出

1.4E-04

(検出限界値:

1.2E-04)

検出

5.1E-03

(検出限界値:

1.2E-03)

ND

(検出限界値;

4.0E-04)

検出

3.3E-03

(検出限界値:

9.3E-04)

DF※ 5.9E+04 2.9E+08 4.3E+03 2.2E+03 >6.8E+04 2.8E+01

Ｃ系ホット試験（塔

 
構成変更後）処理済

 
水

放射能濃度

ND

(検出限界値: 
2.9E-04)

ND

(検出限界値:

1.0E-04)

検出

3.7E-04

(検出限界値:

1.2E-04)

検出

3.0E-02

(検出限界値:

1.2E-03)

検出

8.9E-04

(検出限界値:

4.4E-04)

検出

4.6E-02

(検出限界値:

8.9E-04)

DF※ 5.9E+04 1.5E+09 3.5E+04 3.0E+03 8.3E+04 2.8E+00

※DF：処理対象水の放射能濃度／処理済み水の放射能濃度

除去性能概要（詳細は参考１を参照）

Ｃ系ホット試験では、I-129が告示濃度限度を超える濃度で検出されている。これは、コロイド状核種の除去機能

 
が見込まれる吸着塔（活性炭及び銀添着活性炭）を３塔から２塔に変更したことで、コロイド状で存在すると想定

 
されるI-129の除去性能が低下したためと推定。
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除去性能向上策の検討（ラボ試験による確認）

除去性能向上策の検討

多核種除去設備の処理済水をさらに活性炭吸着材に通水することによりCo-

 60、Ru-106、Sb-125、I-129に対する除去性能が向上することをラボ試

 験で確認済（下表及び参考３参照）。

核種 Co-60 Ru-106 Sb-125 I-129

試験装置通水前

ND

(検出限界値:

3.1E-02)

検出

2.3E+00

検出

1.1E+01

検出

5.2E-02

試験装置処理済み水

放射能濃度

ND

(検出限界値:

1.1E-04)

ND

(検出限界値:

1.2E-03)

ND

(検出限界値:

3.8E-04)

ND

(検出限界値:

2.7E-03)

告示濃度限度 2E-01 1E-01 8E-01 9E-03

単位：Bq/cm3

測定条件(Co,Ru,Sb)：Ge半導体検出器、2L、40,000秒測定
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除去性能向上策の検討（インプラント通水試験計画）

除去性能向上策の検討

ラボ試験では、大量の通水を行うことが出来ないため、長期間の除去性能維持を確認出来

 ない

そのため、活性炭系吸着材等を充填した試験装置を実機に接続し、通水試験（インプラ

 ント通水試験）を実施し、除去性能の維持を確認していく

インプラント通水試験では、代替手段として、他に除去性能向上が見込める吸着材の検証

 も併せて実施

試験装置※

試験用カラム

活性炭系吸着材を充填

実機のドレンラインより分

 
岐し試験装置へ送水

移送タンク

P
処理済水

Cs等吸着材 Co等吸着材 Sb等吸着材

銀添着
活性炭

Sr等吸着材 Cs等吸着材Blank

Ru等

吸着材

※試験装置は、Ａ、Ｂ、Ｃ系のいずれか１系統に設置
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除去性能向上策の実機への反映について

○除去性能向上策を踏まえた実機塔構成（案）

バイパス

処理カラム
（２塔）

吸着塔（14塔）

前
処
理
設
備
よ
り

吸着塔（追設）

・詳細は、現在、検討中。

処理済水

吸着塔※

（追設）

Cs等吸着材 Co等吸着材 Sb等吸着材

銀添着
活性炭

Sr等吸着材 Cs等吸着材

Ru等

吸着材

除去性能向上策の実機への反映について

処理カラム後段に吸着塔を追設し、インプラント通水試験結果を踏まえた吸

 着材を充填。なお、吸着塔の設計・製作は、インプラント通水試験と並行し

 て実施。

※吸着塔の追設は、３系統全てに実施
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今後の予定（除去性能向上策）

Ｈ25年11月 12月 H26年1月 2月 3月

除去性能

向上策

今後の予定（除去性能向上策）

インプラント通水試験

インプラント通水試験装置

（設計・製作・据付・試運転）

吸着塔（追設分）設計・製作・据付

▽試験結果

 
評価
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（４）タンク堰からの漏えい事象について
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Ｈ５エリアの堰からの漏洩事象について

H5-A1H5-C1H5-D1H5-D4H5-D5 H5-B1 H5-B2 H5-B3

H5-B4H5-B5H5-A3H5-A2

H5-A4H5-C3H5-C4

H5-C6

H5-C5

H5-C2H5-D2H5-D3H5-D6

H5-D7

H5-C7

H5N-B2 H5N-A2

H5N-B3 H5N-B4

H5N-B1 H5N-A1

H5N-A4 H5N-A3

　　　　　グレー：変成シリコン

　　　　　黒：アスファルト系防水材

アスファルト系シール

12/21漏洩箇所

12/21漏洩箇所

アスファルト系シール

シリコン系シール



 

H25年12月21日に、Ｈ５エリア西側の堰の底部から、基礎目地部のアスファルト系シールの劣化が

 原因と考えられる漏洩が確認され、水中エポキシパテにて補修

目地部

水中エポキシパテにて補修漏洩箇所 水中エポキシパテに補修
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Ｈ４エリアの堰からの漏洩事象について



 

H25年12月24日に、アスファルト系シールが施工

 された基礎目地部からの漏洩が原因と考えられ

 るＨ４・Ｈ４東エリアの堰内の水位の低下が確

 認された



 

Ｈ４北エリアを含めて、基礎目地部のアスファ

 ルト系シールを水中エポキシパテにて補修した



 

なお、H25年12月25日に、Ｈ４エリアにおいて、

 目地部の補修中にシール材を剥がしたことが原

 因と考えられる漏洩を確認されたため、速やか

 に当該部を水中エポキシパテにて補修

目地部のアスファルト系シール（H4東） 水中エポキシパテに補修（H4東）

Ｈ４北

Ｈ４

Ｈ４東

水位低下が

 
確認された堰
補修に伴い

 
漏洩した箇所
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Ｇ６エリアの堰からの漏洩事象について



 

H25年12月22日に、Ｇ６北エリ

 アにおいて、堰底部のひび割

 れからの漏洩が確認された



 

漏洩の原因は、ひび割れの開

 口によるものと考えられ、水

 中エポキシパテにて補修した

シリコン系

 
シール材に

 
て補修

漏洩箇所

【G6北

 

北東角部のひび割れからの漏洩】 【G6北

 

北東角部の漏洩箇所の補修状況】

G6-B5

G6-B4

G6-B3

G6-B10

G6-B2

G6-B6G6-B7

G6-B9

G6-B1

G6-A2

G6-A1

G6-B8G6-A10

G6-A3

G6-A4

G6-A8

G6-A5

G6-A9

G6-A6

G6-A7

12/22漏水箇所
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Ｇ４南エリア堰からの漏洩事象について



 

G4南エリア堰内の仮堰撤去に

 伴い、目地部のシリコン系

 シール材が損傷（幅約30cm）

 し、堰からの漏洩が発生

 （確認日：1/12）



 

速やかに堰内の水を移送する

 ともに、損傷部を水中エポキ

 シパテにより補修し、漏洩が

 停止したことを確認

シリコン系シール材損傷状況 水中エポキシパテによる補修状況

コンクリート

シリコン系シール材

目地構造図（断面図）

仮設鋼製堰仮設鋼製堰撤去部 コンクリート基礎

G4-A1

G4-B1

G4-A2G4-A3G4-A4G4-A5

G4-A6

G4-B2G4-B3G4-B4G4-B5

G4-C1G4-C2G4-C3G4-C4G4-C5

G4-C6

目地 目地

漏水箇所

仮堰撤去跡

補修箇所

仮堰撤去の設置・撤去状況

損傷箇所
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H1東

ウレタン塗装済み
H8H9

G3

G5

G4

J1

タンク堰内のウレタン塗装による被覆工事状況

【ウレタン塗装による被覆（H2）】


